
支援の事例紹介

　吊り橋は、吊り材が構造上きわめて重
要な役割を担っている。よって、主索、主
塔、耐風索、アンカレッジ（土中）等に着
目して調査を行った。
　調査では、地方公共団体職員とのコ
ミュニケーションが大切であり、対話を
重ねることで、お互いの意思疎通が図ら
れた。

①損傷状況の確認への助言
　吊り材の不具合から考えられるリスク
や吊橋構造の特殊性を示したうえで、現
地にて確認した損傷の有無を部材ごとに
記述し、損傷原因も助言した。

②今後の対応・③架け替えをする
　場合の留意事項への助言
　復旧方法の違いによるメリット・デメ
リットや主塔再利用時の留意点、維持管
理のポイント、架け替え時の比較検討事
項等を助言した。

【相談事項】
①損傷状況の確認

②今後の対応
③架け替えをする場合の留意事項

相談事項

損傷の有無・損傷原因の推定の報告（レポートより抜粋）

維持管理のポイント、架け替え方法の比較検討への助言（レポートより抜粋）

吊り橋の全景（ドローンにより撮影）

塔頂サドルの損傷の調査状況

現地調査

令和元年の台風第19号の被災により通行
止めの状態である。
主に近隣住民と耕作者が利用することから
供用再開が要望されている。
しかし、吊橋構造であるため対応が難しい。

技術的助言

今後の方向性を決めるにあたり、吊り橋
全体の健全性を判断してもらいたい

ドローンを活用し、吊橋の全景や橋梁点検車を
使わずに主塔の塔頂部等の状況を確認


